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工事用の船がつく場所→
←工事用の船がつく場所

工事用の車が通る橋→
Step1:護岸工事
外周護岸約8.5ｋｍ
のうち、約8.3ｋｍ
が海上に現れている

水の行き来が
できる水路

現在の滑走路
Ｎ

＜第２滑走路計画概要＞
○滑 走 路 ： 長さ ２，７００ｍ×幅 ６０ｍ

（現滑走路の１，３１０ｍ沖合）

○埋立面積 ： 約１６０ｈａ

○発着回数 ： 年間約５万回増加

（１３．５万回／年→ １８．５万回／年）※

※ヘリコプター及び深夜離発着機は含まず

○工事着手 ： ２０１４年（平成２６年） １月

○供用開始 ： ２０２０年（平成３２年）３月末予定

＜現在の那覇空港＞
○所 在 地 ： 沖縄県那覇市

○滑 走 路 ： 長さ ３，０００ｍ×幅 ４５ｍ

○空港面積 ： 約３３０ｈａ

○種 別 ： 拠点空港（国管理空港）

○運用時間 ： ２４時間

○乗降客数 ： 国内1,695万人、国際308万人

（平成28年度現在、過去最高）

沖縄総合事務局ＨＰ「那覇空港
プロジェクト」もご覧ください。
ＱＲコードはこちら→
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国内線旅客
ターミナル

国際線旅客
ターミナル

←新管制塔

完成予想図（新管制塔）

完成予想図

な は く う こ う かっ そ う ろ ぞ う せ つ じ ぎょう

しょうらい りょかく か も つ ぞ う か たい おう にほんめ かっそうろ

内閣府 沖縄総合事務局

国土交通省 大阪航空局

Step2:埋立工事
埋立土砂全体の
約51％を投入
済み

護岸工
舗装工

Step1:護岸工事 Step2:埋立工事 Step3:舗装工事・空港施設工事

埋立工

①外周を取り囲む護岸をつくり
ます。

②護岸の内側に土砂を投入し
埋立をします。

③滑走路の舗装や管制塔・レー
ダーなどの設置を行います。

管制塔

完成予想図

完成予想図

進入灯

進入灯

Step３:舗装工事・空港施設工事
→舗装工事に着手
→管制塔工事に着手

平成２９年１０月撮影

平成２９年１０月撮影


